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[1] R2の上の 2変数関数 f(x, y) を次のように定める．

f(x, y) =




xy(x2 − y2)
x2 + y2

, (x, y) �= (0, 0) の時．

0, (x, y) = (0, 0)の時．

(1) この関数は (x, y) = (0, 0)で全微分可能であるか．理由をつけて答えよ．
(2) fxy(0, 0), fyx(0, 0)を求めよ．

[2] R2で定義された 2変数の C2級関数 f(x, y) が，すべての実数 tに対して f(tx, ty) =
t3f(x, y) を満たしているとする．このとき，
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を f(x, y) で表せ．

[3] f(x, y) = ex2+y2
は，(x, y) = (0, 0)のまわりで無限級数に Taylor展開できることを示

し，その無限級数を求めよ．

[おまけ] 前回の [2] (2)の解答で，(授業でまだやっていない) 積分を使っているのではな
いかと言う質問が出ました．そう見えるのは確かにもっともですが，使っているわけではあ
りません．使ったことは，「区間 (a, b)で f ′(x) = 0 ならば f(x)は定数」ということで，こ
れは平均値の定理からわかります．


